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「ぐろーばる・あい」には、世界的な大きな視野を持って情報の発信をしてい
こうという想いが込められています。生涯学習・市民活動で活躍している人や
これから何かを始めようとする人を応援するための情報誌です。

神奈川区連合町内会自治会連絡協議会2020年度承認

◆地域デビュー講座
街で活動を始めたい人の育成・支援

◆交流会
登録団体同士の情報交換やスキルアップ
☆9月に「テレ朝出前講座」として、コロナ対策
をとりつつ実施しました！記事は次頁！

◆活動PRポスター展
登録団体･助っ人BANK講師のポスター
展示

◆かながわ湊フェスタ※今年度は中止
～区民活動支援センター活動PR展～

講座＆交流会の開催

学習＆活動の相談

「新しく何かを始めたい」、「団体活動
を活性化したい」など、学習や活動に
関する疑問や悩みに、相談員が皆さん
一人一人の想いに寄り添ったサポート・
アドバイスをします。
お気軽にお越しください。

機材＆場所の貸し出し

【機材】CDラジカセ、プロジェクター、
スクリーン、アンプ、延長コード

【作業コーナー】印刷機、裁断機、
紙折り機、丁合機、電動穴あけパンチ、
大型ホチキス

【交流室】
※利用には団体登録が必要です。

情報＆人材の紹介

◆情報誌「ぐろーばる・あい」の発行
講座・活動団体・区内施設情報などの紹介

◆かながわ区民助っ人BANK
イベント出演者や講師の紹介

◆かながわ区団体・サークルガイド
区内を中心に活動する団体の情報冊子

◆各種イベント・講座チラシの配布

神奈川区の花「チューリップ」



助っ人BANKに登録すると活動の場が広がります。
①ツナガル広がり・・・様々な人との交流ができる！
②知識の広がり・・・研修に参加してスキルアップ！

これまでの交流会・・・
◆H29年度 講座「ほめ言葉でつながる交流会」
◆H30年度 講座「２時間でホームページの作成前のステップを学ぶ」

活かしてみよう

地域や施設、学校、幼稚園
などでイベント出演者や講師とし
て活動している方々がいます。
まずは、身近な地域であなた
の力を活かしてみませんか。

助っ人BANKとは、
特技・経験・知識を活かして
地域でボランティア活動をして
いる『街の先生』のための人財
登録制度です。

応援しています

登録しよう
Ｂ Ｎ

すけっとばんく

区民活動支援
センターは

9月14日に助っ人BANK登録者向け交流会として上記講座を開催しま
した。新型コロナウイルス感染症予防対策を取りながら、19名の方が受講
されました。アナウンサー経験のある講師から人前での話し方や人をひきつけ
る話術のコツを学びました。 助っ人BANK登録者は、人前で話す機会が
多いため、活動に役立つと好評でした。

テレ朝出前講座

熱心に講師の話を聞く受講者たち

今回は、テレビ朝日の出前講座を利用しての開
催となりました。社会教育や生涯学習の支援として
自治体などが主催する講座のお手伝いをしてくれる
ものです。

田邉 美樹さん

～・～・～交流会の様子をご紹介～・～・～

検索

今年度は講師を
招いてのスキル
アップ研修！

～人前での話し方・人をひきつける話術のコツ～



【編集ボランティアのページ】
このページでは、編集ボランティアが、区内で活動するさまざまな団体を紹介しています

新型コロナウイルス感染症は、ボランティア活動にも大きな影響を与えています。コ
ロナに感染しやすい3密（密閉、密集、密接）の環境を避けながら防災教育や災害支
援をしている「認定NPO法人かながわ311ネットワーク」にお話をお聞きしました。

2011年～2013年にかけ、かながわ311ネットワークは東日本大震災の支援活動を
行い、その中心で活動していたメンバーで2013年に設立しました。現在、学校、マン

ション、自治会、地域防災拠点などを対象に自主防災計画作りのワークショップや避
難所生活の体験授業などの実践的な防災研修に取り組んでいます。また、子供たち
に向けた防災講座や災害ボランティアの養成も積極的に行っています。

近年、異常気象などの影響で、防災への関心が高まっていますが、「コロナにより、
思うように活動できないのが悩みの種」と同ネットワークの代表理事、伊藤朋子さんが
打ち明けます。そこで始めたのがオンライン講座。これは、ネットを介して、離れた所
にいる人たちが映像と音声を使ってパソコンやスマートフォンでコミュニケーションをと
る方法です。実際に会場に集合はしませんが、ネット上で受講者同士が顔を合わせ、
グループで話し合ったり、講師に質問したりすることができます。

「2020年6月に予定していたマンション防災ワーク
ショップをオンライン講座に切り替えました。すると、
外出が難しい方や遠隔地からの参加者が増え、い
つもと違った講座を開くことができました。
ワークショップがやりにくいなどのデメリットや事
前に資料を郵送するなど手間もかかりますが、集
合での研修よりじっくり話ができる側面もあります。
また、対面の会議では発言を遠慮がちな方の想い
が、オンライン会議では聞けたりします。通信環境
が悪くて受講しづらい方には、録画を後から見て
いただくなど、サポートもしています」（伊藤さん）

伊藤さんは、「コロナ禍では、打ち合わせや準備をオンラインですることで接触する
機会を減らし、その分、現場活動で対面の時間を有効に使うことが大切」と説きます。
最後に、「災害ボランティアは息の長い活動です。行政や関連団体などとも協力し、

長く助け合える仕組みを作りたいと思います。防災研修の講師育成にも力を入れた
いですね」と話してくれました。

オンライン講座の画面。2020年10

月には災害ボランティア初心者講
習会もオンラインで開かれました

認定ＮＰＯ法人かながわ311ネットワーク
【ホームページ】 https://kanagawa311.net/

【問い合わせ】 info@kanagawa311.net編集ボランティア担当：マツコ、エミ、リョウ



10/6～16に区役所別館1階で開催された
『活動PRポスター展』のクイズの答え

「ツナガリ」

10月6日（火）～16日（金）に神奈川区役所
別館1階区民ホールで「区民活動支援センター
活動PRポスター展」を開催しました。
区民活動支援センターに登録している神奈川区
民助っ人BANKと登録団体のポスター掲示を行
い、たくさんのポスターで区民ホールが華やか
に彩られました。

①～④をつなげて何と読むでしょうか？
答えは、ぐろーばる・あい2・3月号に掲載します。

歌 ？

わた ？

①

②

鮮度 ？③

ケシ ？④

ポスターの他に、「かながわ湊フェスタ」や
「ぐろーばる・あい編集ボランティアのペー
ジ」、区民活動支援センターについて紹介す
る展示も行い、たくさんの方にご覧いただけ
る機会となりました。
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